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　インフルエンザワクチンを早いタイミングで接種す
ると、インフルエンザ流行の終わりごろにはワクチン
の効果が減弱してしまう。逆に、遅いタイミングの接
種では、インフルエンザの流行が早まった場合には間
に合わなくなってしまう。インフルエンザワクチンの
有効性は接種後にどの程度のスピードで減弱していく
のだろうか？　それについて予防接種に関する諮問委員
会の勧告での記述を紹介する［https://www.cdc.gov/
mmwr/volumes/71/rr/pdfs/rr7101a1-H.pdf］。

ワクチンの有効性の減弱のスピード

　多くの観察研究が、一つのインフルエンザシーズン
において、ワクチン接種後の時間が経過するにつれて、
ワクチンの有効性が減弱することを報告している。あ
る研究ではインフルエンザA（H3N2）ウイルスに対
する減弱の程度は、インフルエンザA（H1N1）ウイ
ルスやインフルエンザBウイルスよりも、大きいこと
が示唆されている。この減弱効果は被接種者の年齢に
よって異なり、高齢者と幼児での減弱がより顕著であっ
たという報告がある。
　米国インフルエンザワクチン有効性ネットワークに
よるマルチシーズン（2011～14年度）の分析では、イ
ンフルエンザA（H3N2）およびインフルエンザBウイ
ルスではワクチンの有効性が1ヵ月当たり約7％減少
し、インフルエンザA（H1N1）pdm09ウイルスでは
6～11％減少することが分かった。2015～18年度の
シーズンの入院成人に対するインフルエンザワクチン
有効性ネットワークの調査では、インフルエンザ関連
入院に対するワクチンの有効性は、すべての成人で1
月当たり約8～9％、65歳以上では約10～11％低下し
た。

ワクチンの有効性の持続期間

　2010～13年度のシーズンの分析では、ワクチン接
種後0～180日では有効性が54～67％の範囲であった
が、181～365日では、ワクチンの有効性は有意では
なかった。ヨーロッパで実施されたマルチシーズン分
析（2010～14年度）では、ワクチン接種後111日で
のインフルエンザA（H3N2）ウイルスに対するワク

チンの有効性が0％まで低下した。インフルエンザBウ
イルスに対するワクチンの有効性はゆっくりと低下し、
インフルエンザA（H1N1）pdm09ウイルスに対する
ワクチンの有効性は、インフルエンザシーズンを通し
て50～55％でほぼ安定していた。
　インフルエンザワクチンの有効性の減弱を調べた14
件の研究のメタアナリシスでは、ワクチン接種後180
日以内では、インフルエンザA（H3N2）およびイン
フルエンザBウイルスに対する有効性の有意な低下が
みられたが、インフルエンザA（H1N1）ウイルスに
対してはみられなかった。

ワクチンの接種時期

　インフルエンザワクチン接種後の有効性の減弱に関
するさまざまなデータは、毎年のインフルエンザシー
ズンのタイミングが予測不可能であることと相まって、
ワクチン接種の最適な時期の決定を妨げている。ワク
チン接種を遅らせると、シーズン後半の免疫が高まる
可能性があるが、ワクチン接種の機会を逃したり、限
られた期間内に人々にワクチンを接種することが困難
になる可能性がある。
　インフルエンザの流行期間はさまざまであり、特定
の地域では2月、3月、またはそれ以降になるまでイン
フルエンザの活動がみられないことがある。そのため、
予防接種の取り組みはシーズンを通して継続しなけれ
ばならない。10月末までのワクチン接種が推奨される
が、インフルエンザの活動がすでに始まっていたとし
ても、12月以降にワクチンを接種することは、ほとん
どのインフルエンザシーズンにおいて有益である。ま
た、シーズン中にすでにインフルエンザに罹患したワ
クチン未接種者に対しても、ほかのインフルエンザウ
イルスから守るために、インフルエンザワクチンを接
種する必要がある。

インフルエンザワクチン接種後の
時間経過とワクチンの効果の減弱
について
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